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残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
像
の
元
絵
で

み
か
た
が
は
ら
せ
ん
え
き
が
ぞ
う

あ
る
「
三
方
ヶ
原
戦
役
画
像＝

し
か
み
像
」
は
、

三
方
ヶ
原
合
戦
、
そ
の
時
に
描
か
れ
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

武
田
信
玄
に
大
敗
を
喫
し
た
家
康
公
が
浜
松
城

に
逃
げ
帰
っ
た
際
、
己
の
み
じ
め
な
姿
を
絵
師
に

描
か
せ
る
こ
と
で
「
自
身
へ
の
戒
め
と
し
た
」
と

伝
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
所
蔵
元
の

徳
川
美
術
館
（
名
古
屋
市
）
の
調
査
結
果
が
出
さ

れ
、
絵
そ
の
も
の
は
江
戸
中
期
に
描
か
れ
た
も
の

と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
の
だ
。

よ
り
ひ
め

こ
し
い

・
由
緒－

紀
州
徳
川
家
の
従
姫
の
輿
入
れ
道
具
に

と
う
し
ょ
う
ぐ
う

あ
っ
た
文
化
２
年
（
１
８
０
５
）
の
「
東
照
宮

そ
ん
え
い

尊
影
」

な
が
し
の
せ
ん
え
き
じ
ん
ち
ゅ
う

こ

ぐ
そ
く
ち
ゃ
く
よ
う
の
ぞ
う

・
箱
書－

「
長
篠
戦
役
陣
中
小
具
足
着
用
之
像
」

作
者
記
載
な
し

絵
の
分
析
か
ら
１７
世
紀
こ
ろ
に
描
か
れ
た
も
の

と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら

誤
っ
た
情
報
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

れ
い
め
い

う
。
ま
ず
昭
和
１１
年
（
１
９
３
６
）、
徳
川
黎
明

会
発
足
の
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
、
尾
張
徳
川
氏
に

よ
っ
て
「
従
来
門
外
不
出
と
さ
れ
て
ゐ
た
家
康
公

み
か
た
は
ら

な
ん
く

か
の
う
た
ん

が
三
方
原
で
戦
死
を
免
れ
た
難
苦
の
状
を
狩
野
探

ゆ
う幽
が
画
い
た
も
の
」
と
い
う
内
容
の
説
明
が
加
え

ら
れ
た
と
い
う
。さ
ら
に
昭
和
４７
年（
１
９
７
２
）、

『
徳
川
美
術
館
名
品
図
録
』
で
、
作
品
名
称
は
『
徳

川
家
康
三
方
ヶ
原
戦
役
画
像
』
と
さ
れ
た
。
解
説

文
で
は
「
浜
松
城
に
逃
げ
帰
っ
た
家
康
が
、
こ
の

敗
戦
を
肝
に
銘
ず
る
た
め
そ
の
姿
を
描
か
せ
、
慢

心
の
自
戒
と
し
て
生
涯
座
右
を
離
さ
な
か
っ
た
」

と
し
た
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

「
そ
の
時
に
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
」。
こ
の

見
解
は
あ
る
意
味
で
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
た
だ
、

家
康
公
の
肖
像
画
に
は
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
江
戸

時
代
に
は
「
神
君
」
と
称
え
ら
れ
た
家
康
公
の
肖

像
画
は
多
く
残
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
人

間
味
あ
ふ
れ
た
表
情
の
も
の
は
見
た
こ
と
が
な

い
。
ま
さ
に
苦
虫
を
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
、
苦
し
気

な
表
情
だ
。
お
そ
ら
く
家
臣
た
ち
に
伝
わ
っ
た
自

戒
の
姿
な
の
だ
ろ
う
。「
失
敗
を
他
人
の
せ
い
に

す
る
な
。
己
が
責
任
と
し
て
受
け
止
め
、
戒
め
よ
」

と
。
現
在
で
も
我
々
に
語
り
か
け
て
く
る
「
人
間

家
康
、
失
敗
克
服
の
原
点
」の
姿
で
は
な
い
の
か
。

※
「
三
方
原
」
と
「
三
方
ヶ
原
」
の
表
記
に
つ
い
て
、

現
地
で
は
「
三
方
原
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
上

で
は
「
三
方
ヶ
原
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

文
／
市
橋
章
男
氏

表
紙
デ
ザ
イ
ン
／
生
田
薫
氏

徳川家康公「しかみ像」（岡崎公園）

失
敗
克
服
の
原
点
―
人
間
家
康
公
が
伝
え
る
も
の

［岡崎公園］ ●康生町561-1 ●名鉄バス「康生町」から徒歩5分
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会員企業の経営力向上を目指して
～寄り添う、聴く、動く 商工会議所～

令
和
５
年
度　

事
業
計
画

基本方針

　事務局《新体制》始動　私たちにお任せください！

新規 新規

企
業
が
求
め
る
コ
ト
の
実
践（
経
営
支
援
強
化
）

社
会
変
化
に
対
応
し
た
競
争
力
強
化

▼
事
業
承
継
の
促
進

▼
多
様
な
人
材
の
確
保
・
活
躍
推
進
、労
働
環
境
の
整
備
対
応

▼
Ｄ
Ｘ
の
推
進（
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
）

▼
取
引
適
正
化
の
環
境
整
備（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維
持
強
化
）

▼
脱
炭
素
社
会
へ
の
対
応

地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興

▼
地
域
発
の
商
品
開
発
に
よ
る
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

▼
大
河
ド
ラ
マ
放
送
を
契
機
と
す
る
徳
川
家
康
公
顕
彰
事
業
の
実
施
と

事
業
機
会
創
出

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企
業
の
事
業
継
続
と
経
営
力
向
上

▼
事
業
者
と
の
対
話
の
強
化
に
よ
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

▼
各
種
施
策
の
活
用（
補
助
金
・
融
資
）

▼
健
康
経
営
、福
利
厚
生（
共
済
・
保
険
事
業
）の
拡
充

（
企
業
の
健
康
を
守
る
仕
組
み
づ
く
り
）

会
員
企
業
間
の
交
流
促
進

▼
部
会
、青
年
部
・
女
性
部
活
動
の
他
、業
種
の
枠
を
超
え
た
情
報
交
換
の

新
た
な
機
会
づ
く
り

地
域
経
済
再
生
へ
の
働
き
か
け

▼
国
・
県
・
市
等
へ
の
提
言
活
動
、協
働
事
業
の
実
施

健
全
な
組
織
運
営（
組
織
基
盤
強
化
）

商
工
会
議
所
創
立
理
念
へ
の
原
点
回
帰

▼
事
業
の
検
証
・
見
直
し
、適
正
化
と
効
率
化
の
実
践

▼
事
業
継
続
計
画
の
策
定

▼
職
員
の
意
識
改
革
、資
質
向
上

事
業
活
動
の
見
え
る
化
の
実
践

▼
創
立
１３０
周
年
の
歴
史
と
伝
統
を
礎
に
、情
報
発
信
の
拡
充
に
よ
る
事
業

参
画
促
進

〈担当業務〉

［中小企業支援部］ ☎53-6191/53-6500
工業部会、建設部会、機械金属部会
経営相談、記帳指導、決算申告無料相談、各
種補助金、創業、事業承継、調査、岡崎ものづ
くり推進協議会、ものづくりフェア、徳川家康公
岡崎プロジェクト、おかざき匠の会、特産織物
振興協会、汚染負荷量賦課金、容器包装リサ
イクル、脱炭素対応 他

［総務企画部］ ☎53-6161
商業部会、食品・サービス部会、理財部会
意見要望活動、原産地証明発給、表彰・顕彰、
西三河交流圏推進協議会、広報、ファンづくり
支援（市連携）、徳川家康公岡崎プロジェクト、
個店・商店街・まちゼミ運営支援、飲食店支援、
岡崎会議弁当、三河中央エリア経済会議（三河
観光GON）他

［人材支援事業部］ ☎53-6165
情報文化部会
人材確保・育成・定着支援（就職情報室OK
ナビ）、人事研究会、外国人雇用管理推進協
議会、ものづくり基盤人材、インターンシップ受
入、若手社員・女性社員交流会 他

［会員事業部］ ☎53-6164
交通部会、青年部、女性部
会員交流事業、プレスリリース支援、福利厚生
サービス、健康経営推進、事業所向け総合保
険、検定試験、特退共・小規模企業共済、労働
保険・建設業一人親方労災、DX相談・サイバー
セキュリティ対策、会館運営・施設管理 他

［労務経理部］ ☎53-6163
予算・決算管理、経理全般、会費・負担金・保
険料等収納管理、人事労務管理 他

神谷 敏充
中小企業支援部 部長／事務局次長

小規模・中小企業ならびにものづくりの
支援を担当します。昨今、企業経営を
取り巻く環境は、かつて経験したことが
ないほどスピードが早く、かつ大きく変
容しております。これに対応するには、
時代のニーズにあわせた自己変革が
必要です。将来を見据え、これまでの
既定路線でなく、新たなチャレンジを一
緒に考えていきましょう。

鈴木 正英
中小企業支援部 副部長
中小企業相談所 次長

中小企業相談所は事業者の皆様の
やる気を全力でサポートいたしますの
で、まずはご相談ください。
また、高度で専門的な事案に関しては
その道のエキスパートにおつなぎいた
します。販路開拓・販売促進なら持続
化補助金、設備投資ならものづくり補
助金やIT導入補助金、新分野展開や
事業・業種転換なら事業再構築補助
金をご検討ください。

阿部 正和
労務経理部 部長

中小企業相談所 所長／事務局長
皆様1社1社のお困りごと解決に向けて、
交流機会拡充、施策・補助金活用支援、
人材確保・定着支援など多様な事業を
積極的に展開し、企業経営をサポートし
てまいります。『商工会議所は、会員で組
織され皆様からの会費で運営されている
組織』であることを常に意識し、“より身近
で、頼りにしていただける商工会議所”を
目指して、職務を務めてまいります。

林 みずほ
会員事業部 部長
中小企業相談所 次長

①交流、情報交換、ビジネスチャンス拡
大を目指した場づくり（会員交流会・新
年会員交流会等）、②全国に広がる商
工会議所のスケールメリットを生かした
保険・共済制度、健康診断、健康経営
の普及、労働保険事務組合などを担
当しています。新入会員も募集しており
ますので、お知り合いやご友人をぜひ
ご紹介ください。まずは、商工会議所と
は？の説明に参上します！

岩月 幹雄
専務理事

この度、専務理事に就任しました岩月
です。今日、会員企業様を取り巻く経済
環境や社会ニーズが大きく変化してい
ますが、この波は誰も避けて通れませ
ん。避けられないものなら変化を前向き
に捉えて、新たな成長につなげていく。
こうしたチャレンジを支援できるよう「変
化に対応できる商工会議所」を目指し
て頑張ります。

山本 京子
総務企画部 部長

人材支援事業部 部長／事務局次長
モットーは春風接人。今年度も多岐に
わたる業務に携わることになり楽しみな
一年がスタートしました。チーム岡崎商
工会議所の一員として、お役に立てる
ようしっかりと役割を果たして参ります。
ぜひお声をお聴かせください！
また、大好きな岡崎が大河ドラマの舞
台となる特別な年です。公私ともに徳
川家康公と岡崎の魅力をより多くの方
に広めていきたいと思います。

第
２５５
回
通
常
議
員
総
会
（
３
／
２８
）
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�
会
員
の
た
め
地
域
の
た
め
の
商
工
会
議
所
�
と
し
て
、
克
服
す
べ
き
課
題
を
深
く
認
識
し
、

持
続
的
な
発
展
に
向
け
、
経
営
改
善
を
図
る
べ
く
、
引
き
続
き
企
業
の
活
力
強
化
と
地
域
経
済
の

再
生
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

骨 子
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5年ぶりに“ものづくりの祭典”を開催！ 111社・機関が集結！
どうするものづくり　変革の時代を生き抜く“岡崎”の技術力

特設サイト
開設準備中！！

岡崎ものづくり推進協議会

7月12日水・13日木　10:00～17:00
13日木は16:00まで3日木は 6 00まで

岡崎中央総合公園 総合体育館

7
13木

7
12水

7
13木

11:00～12:00

「町工場が生んだ魔法の鍋
『バーミキュラ』の誕生秘話」

愛知ドビー㈱ 代表取締役社長 土方 邦裕 氏

2001年に愛知ドビーに入社。ドビー機のほ
か、船舶用油圧部品や建機部品の製造を
手掛けた。2007年から「バーミキュラ」の
開発に本格的に参入し、副社長である弟の
智晴氏との共同開発で見事に商品化に成
功し、業績を大きく伸ばしている。

司会／進行 ㈱DDR 代表取締役 安藤 竜二 氏

老舗材木屋出身の異色の叩き上げブラン
ディングプロデューサー。ブランドの立ち上
げから商品開発、営業戦略などブランド戦
略に取り組む。“サムライ日本プロジェクト”
“まるや八丁味噌”“バーミキュラ”など
500社以上のブランディング業務に携わ
る。

13:30～15:00

「何者でもない自分として生きる方法」
～科学技術は夢見た未来を創れるかなぁ～
大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 共創戦略統括本部

坂本 貴和子 氏

H13 東京歯科大学卒、京都大学医学部歯
科口腔外科学講座入局。
H17 博士（医学）取得（総合研究大学院大
学生命科学専攻）。
その後日本学術振興会特別研究員、自然
科学研究機構 生理学研究所 助教などを
経て、H31より大学共同利用機関法人
自然科学研究機構特任准教授として就任。

7/12水 ※各30分

10:30～ YGサークル（HANICAMUグループ）
既存製造業に紐づいた新たな個の価値を創出する一次産業
から食への夢のものづくり
11:30～ YGサークル（車いす補助具グループ）
技術者集団による車イス補助ブレーキ製作の取り組み

YGサークルとは岡崎ものづくり推進協議会が令和4年度に立ち上げた
異業種交流事業。中小企業同士の人脈を構築して“誰かの課題を解決
するチーム”を作り、新事業を創出する活動を行っています。

13:00～ ㈱eiicon
事業開発を加速させるための「オープンイノベーション」
という選択
15:10～ ㈱サンワ金型
平均年齢35歳の若手技術集団がリードする新時代のモノ
づくり

7/13木 ※各30分

10:20～ 愛知県公立大学法人 愛知県立大学 次世代ロボット研究所
人と同じように見て、考えて、動く難しさ
～似顔絵からロボカップまで～
15:10～ �ドリームホープマーケット
新しい夢へのフィールド作りと地域に根差したものづくり
スポーツチームの幕明け発表

13:30～15:00

「楽しくなければ仕事じゃない！」
～非常識な経営手法が企業と人を変える～

HILLTOP㈱ 相談役 山本 昌作 氏

家業である鉄工所（現在のHILLTOP㈱）に
入社。当初、大手自動車メーカーとの取引
が売上の8割を占めるが、毎年繰り返され
るコストダウン要求に嫌気がさし、自らの意
思で取引を打ち切る。新たな顧客を求めて
東奔西走する中で、「HILLTOP system」
を確立、24時間無人稼動の生産システム
を実現。京都試作ネットの設立にも参画し、
また2002年度、2006年度「関西IT百選」
最優秀企業。

出展企業の優れた製品や技術の展示のほか、ものづくり企業が取り組むべき
脱炭素・省エネ・DX・生産性向上等の課題解決提案やスタートアップを
はじめとする共創イノベーションの取り組みを広く紹介します。今回は会期
中に開催する講演会ならびに、共創イノベーションにおける出展者プレゼン
テーションをご案内します。皆様のご来場を心よりお待ちしております。

講演会 聴講無料 お申込みはこちら 担当：中小企業支援部 ☎53-6191

出展者プレゼンテーション 聴講無料（申込不要）
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「気づき」から「実践」まで。職員が会員の皆様に寄り添い、経営のご相談をお受けしています。

企業情報

自
社
を
取
り
巻
く
時
代
の
流
れ

弊
社
は
、
石
の
仕
入
か
ら
切

削
・
製
造
加
工
・
字
彫
り
・
販

売
・
施
工
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
父
が
創
業
し
た
昭
和
４６

年
当
時
は
、
日
本
の
良
き
文
化
が

継
承
で
き
て
お
り
、
灯
篭
や
墓
石

な
ど
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
で
し

た
。
し
か
し
、
需
要
減
少
・
安
価

な
外
国
産
の
増
加
・
大
手
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
競
争
力
の
高
い
事

業
者
の
参
入
も
あ
り
、
多
く
の
石

材
業
者
が
現
在
は
苦
戦
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

選
ば
れ
る
「
石
屋
」
を
目
指
し
て

変
化
す
る
経
営
環
境
に
対
応
し

選
ば
れ
る
石
屋
に
な
る
た
め
、
宣

伝
力
（
情
報
発
信
力
）
を
向
上
さ

せ
た
い
と
考
え
岡
崎
商
工
会
議
所

に
相
談
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

①
「
も
の
づ
く
り
相
談
」（
本
誌

１３
ペ
ー
ジ
掲
載
）
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
方
法
・
岡
崎
市
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
登
録
の
提
案

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
問
い
合
せ
シ
ス
テ

ム
構
築
に
あ
た
り
持
続
化
補
助

金
の
活
用
提
案
と
申
請
書
作
成

の
ア
ド
バ
イ
ス

③
新
商
品
「
一
坪
庭
園
」
の
開
発

に
あ
た
り
、
あ
い
ち
応
援
フ
ァ

ン
ド
を
活
用
す
る
た
め
、
も
の

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
製

造
業
の
専
門
家
）
に
よ
る
補
助

金
申
請
の
ア
ド
バ
イ
ス

（
②
・
③
と
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
）

④
新
商
品
を
商
談
展
示
会
へ
出
品

し
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
機

会
の
提
供

と
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

相
談
し
て
気
付
い
た
こ
と

相
談
し
た
こ
と
か
ら
、
経
営
環

境
の
課
題
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

で
き
、
改
め
て
宣
伝
力
が
弱
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
経

営
計
画
を
立
て
た
こ
と
で
何
が
必

要
で
そ
の
た
め
に
何
を
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
か
が
、
よ
り
明
確

に
な
り
、
進
む
べ
き
方
向
が
定
ま

り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
石
の

魅
力
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
励
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
次
の
世
代
が
活
躍
で

き
る
よ
う
に
業
界
の
発
展
と
育
成

に
も
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

担
当
い
た
だ
い
た
職
員
の
和
田

さ
ん
が
常
に
親
身
に
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も

心
強
か
っ
た
で
す
。

いしたけ

石嶽石工業㈲
［代表者］代表取締役 楠名 康弘 さん
［所在地］米河内町字梨形35-2 ☎46-3614
［事業内容］灯篭・墓石・建築土木石工事・字彫り・

彫刻の製造販売・お墓のメンテナン
スなど

良質な御影石が採掘できる岡崎市は、安土桃山時代に岡崎城下整備のために優秀な石工職人が
大阪の地より住み移って以来「石の都」として、高品質な石製品を全国に製造・出荷しています。
しかし、需要減少や後継者問題などの厳しい状況も訪れています。
今回は、環境変化に対応して次の時代を拓く「石嶽石工業㈲」の取り組みを紹介します。

石製品の伝統技術を守り続ける熱い想い

中小企業支援部 ☎53-6191

18歳より石工の道を歩み、20歳のときに
技能五輪全国大会で金賞と労働大臣賞を受賞

新商品
「一坪・半坪・原色庭園」
室内や玄関先・駐車場の一
角・マンションのベランダな
どの限られたスペースで、
石灯籠・水鉢・飛び石など
をDIY感覚で組み合わせて
配置し、手軽に庭園を楽し
むことができます。

大阪にて開催された「feel NIPPON秋2022」に出展。
3日間で約9,000人が来場した展示商談会では、新規
の販路開拓につながりました。

「feel NIPPON 秋 2022」出展以降も、2022年11月に開園したジブリパークの「あい
ち市町村フェア」にも出展されるなど、精力的に展示会に出られて知名度向上に邁進され
ています。また、後継者教育にも力を入れられると同時に、石の都「岡崎」を盛り立てる
取り組みをされています。楠名社長にお目にかかるとこちらはいつも元気がいただけます。
今後も感謝を込めて応援してまいります。

ホームページ

代
表
取
締
役

楠
名
康
弘
さ
ん

和田 紫野
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会員限定のお得な優待サービスを是非ご活用ください。会員限定のお得な優待サービスを是非ご活用ください。

団体割引により、低廉な保険料で加入ができる「商工会議所会員向け保険制度」のご案内
各種制度の
詳細はこちら

ぜひ
ご参加ください！部会例会

新たな発見・広がる交流の輪
まもなく
開催

青
年
部

会員活性事業

団結なくして成長なし
～Together we are stronger～

5/25木
19:00～21:00

会場：岡崎市竜美丘会館ホール

【担当：会員事業部 高田・滝川 ☎53-6164】

女
性
部

研修会・ランチ

女性部のお花の歴史を学び、ハンギングバスケットを作ろう！

5/16火
9:30～12:00

会場：岡崎商工会議所 1階 大ホール
会館裏駐車場

講師：本所女性部会員 鶴田 よし子 氏
会費：2,300円（お持ち帰り用を作製の方）
終了後、希望者でランチ会を開催します。
会場：ソウルカルビ葵湯店はなれ
会費：2,200円
【担当：会員事業部 平岩佳奈 ☎53-6164】

食
品
・サ
ー
ビ
ス

セミナー

約10秒に1回攻撃されている！？
本当にあったサイバー攻撃の話（仮）

5/18木
15:00～16:00

会場：岡崎商工会議所 2階 中ホール
講師：グローカルビジネスソリューションズ㈱

代表取締役社長 白岡 健 氏
会費：無料（但し事前申込が必要です）

【担当：総務企画部 板倉・林結花・松岡 ☎53-6161】

工
業

情報交換会

機
械
金
属

産学官連携情報交換会

5/24水
15:50～17:30

会場：岡崎商工会議所 1階 大ホール
会費：無料（但し事前申込が必要です）
説明会
・オープンイノベーションとは
・学生による新しいものづくりに挑戦 など
詳細は同封チラシをご覧ください。

【担当：中小企業支援部 神谷貴博・竹内 ☎53-6191】

最大約58％割引
最大約33％割引
最大約55％割引
最大約68％割引

業 務 災 害 補 償 プ ラ ン
企業を労働災害から守る

ビ ジ ネ ス 総 合 保 険 制 度
企業を経営リスクから守る

休 業 補 償 プ ラ ン
新しい福利厚生制度の構築に

情報漏えい賠償責任保険制度～サイバーリスク補償型
情報漏えい、サイバーリスクから守る

●記載の会費は、お一人分の金額です。
●ご参加いただける方は事前にお申込みください。
●例会には他部会の方も参加可能です。
但し、青年部・女性部の例会には所属の方に限ります。

担当 会員事業部 ☎53-6164

【引受保険会社（50音順）】
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
損害保険ジャパン㈱
東京海上日動火災保険㈱
三井住友海上火災保険㈱
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青年部だより青年部だより青年部だより
「Be Strong」～最高の仲間と共に！～

3　5
令和５年度スローガン令和５年度スローガン

次代の地域経済を担うニューリーダーの育成を目指し、
『自己研鑽』『相互啓発』『地域振興』の３つの活動を
大きな柱に、活発な交流、研修活動を行っています。

No.7

青年部事務局：高田・滝川　☎53-6164

入会希望の方は
こちらのホームページより

200名以上のメン
バーに出会える場所

200名以上のメン
バーに出会える場所

今年度
設立35周年
今年度

設立35周年

愛がいっぱい溢れる卒業式だったにゃ～（泣）

No.7

原点を大切に
変化や失敗を恐れず行動し

次世代へつなぐ

メンバーが活動をつづる
女性部ブログもご覧ください

Member

女性部事務局：平岩佳奈　☎53-6164

会員募 集中

Report

令和５年度スローガン令和５年度スローガン

女性経営者としての資質を磨き、
相互の交流・啓発を目的に活動しています。

会員数：70名（2023.4.24 現在）

▶㈲近藤孝商店 取締役
東蔵前町木平16-6 ☎45-2203
軍手の製造販売、作業服・作業用品の販売

お客様の仕事に合った軍手やユニ
フォームを提供します。もちろんサン
プルをお取りすることも可能です。
お気軽にお声掛けください。

青年部は様々な業種のメンバーがいる
ため世界が広がります。また困ったと
きに頼れる素晴らしい仲間がたくさん
できます。

４
年
ぶ
り
に
４
委
員
会
合
同
反
省
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

各
例
会
の
感
想
や
反
省
を
発
表
し
て
一
年

の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

大
い
に
学
び
、
大
い
に
楽
し
ん
だ
一
年
、

最
高
の
笑
顔
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▼
㈱
ハ
ッ
ト
リ
マ
ー
キ
ン
グ
取
締
役

東
大
友
町
松
花
５１

☎
３１‐

３
３
０
３

カ
ー
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、看
板
広
告
、ス
テ
ッ

カ
ー
、の
ぼ
り
、名
刺
、販
促
品

街
を
駆
け
巡
る
自
社
営
業
車
に
社
名

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ
て
「
走
る
広
告

塔
」と
し
て
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
！

女
性
部
で
は
、多
く
の
先
輩
方
か
ら
、

経
営
者
と
し
て
女
性
と
し
て
の
生
き

方
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
女

性
部
だ
か
ら
出
会
え
た
ご
縁
は
と
て

も
有
難
い
で
す
。
ぜ
ひ
貴
女
も
女
性

部
に
入
っ
て
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ

う
！

学生の頃の部活動

水泳部

最近読んだ本

「上機嫌の作法」齋藤孝、「酒の渚」さだまさし

趣味・特技

奈良仏像巡り、着物、上方落語、テニス

第
一
副
会
長

は
っ
と
り

こ
と
え

服
部
言
依
さ
ん

趣味・特技

マラソン、登山、ゴルフ、

麻雀

座右の銘

努力は夢中に勝てない。

夢中になろう！

学生の頃の部活動

バスケットボール部

総務委員会 委員長
こんどう こうすけ

近藤 孝祐 さん

メンバー
紹介

卒業生を送る会 ～愛と仲間と感謝とともに～
3月9日木 岡崎商工会議所 大ホール
参加人数：198名

（卒業生17名、現役147名、OB34名）

合同反省会 3/17㊎ 19:00～21:00
寿司・割烹 仙岳（茅原沢町梁野1-12）

3月例会

事業
紹介
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本所では、2023年大河ドラマ「どうする家康」の放送決定を契機として
岡崎の魅力ある地域資源をさらに全国へ発信し、岡崎への一層の誘客を
図るために会員事業所全体で盛り上げていきます。

特
設
サ
イ
ト

もっと岡崎、
きっと家康

大河ドラマで盛り上がる注目スポットへ
視察会・見学会を開催

情報文化部会 3月13日（月）

長福寺にて

松平元康（のちの徳川家康公）の
一生において重要な岐路となった
桶狭間の合戦。ゆかりの地である
桶狭間古戦場公園、長福寺、大高
城、有松を歴史研究家 市橋章男先生と共に訪ね、合
戦時の今川義元公、織田信長公の心情にも触れる時間
となりました。

理財部会 3月17日（金）

ドラマでも登場する
甲冑「金陀美具足」

来場者10万人を突破した岡崎大
河ドラマ館をはじめ岡崎城や岡崎
公園内の家康公ゆかりのスポット
を見学しました。

情報文化部会 3月24日（金）

静岡市歴史博物館
学芸員より説明

今年1月にグランドオープンした
静岡市歴史博物館をはじめ家康公
が元服式を行った静岡浅間神社境
内に開館された大河ドラマ館を見
学。その後、徳川慶喜公の屋敷跡
に建てられた料亭「浮月楼」へ会場を移し、部会員交
流会を開催しました。

「どうする家康 大河ドラマ館」入場券で
いろんな“お得”が受けられます

その1 どうする御食事 家康公グルメ
大河ドラマ館来場者特典キャンペーン
期間 5月31日（水）まで

大河ドラマ館入場券の半券、もしくは年間パスポートを蒲郡・
岡崎・西尾の「家康公グルメ」を提供する参加店舗で提示する
と、お得なサービスや割引が受けられます。

その2 どうする家康 岡崎 大河ドラマ館ホームページにて
「クーポンが使える施設」紹介
期間 令和6年1月31日（水）まで

同ホームページ内で特典が受けられる施設を紹介しています。
対象店舗でホームページ画面または大河ドラマ館の半券等を提
示することでクーポン内容が受けられます。

その3 岡崎・浜松・静岡の「大河ドラマ館」を
お得に巡ろう！
期間 各館の閉館日まで

岡崎：令和6年1月8日（月・祝）
浜松：1月14日（日） 静岡：1月28日（日）

3館の大河ドラマ館は、それぞれの地域に関係する展示です。
様々な大河ドラマの場面を楽しんでいただくため、3館連携の
取り組みとして他館の入場券類を提示すると、入場料の割引が
受けられます。

歴史講演会 第5弾 ＜オンデマンド配信中＞
みかたがはら

徳川家康（31歳）vs 武田信玄（52歳）～ガチンコ勝負「三方原の合戦」をまるっと解説～

【あらすじ】
年齢・経験・兵力で格上の武田信玄を相手に、信頼する家臣達と挑むも大敗
してしまった家康公。この敗戦から多くを学び、家康公は、天下人への道を
歩んでいきます。
戦いの裏側や武田信玄の狙い、チーム家康の家臣たちの活躍を解説します。

講師
市橋章男先生

「徳川家康公岡崎プロジェクト」特設サイトにて
最新シリーズ公開中
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